
 

 

夢見るホッケー教室 in 関西大学 実施報告書 （2 回目） 
 
 

1. 事業名  夢見るホッケー教室 In 関西大学  
 
2. 期日   令和 3年 9月 6日(月) 
 
3. 会場   関西大学 千里山キャンパス北広場 
 
4. 事業内容 
 
 (1) 参加団体  
 
 関西大学男子ホッケー部 (参加者総数 24名) 
 
 (2) 講師 
 
 シギ アイクマン(サムライジャパン日本代表ヘッドコーチ)  
 中條 友博(サムライジャパン日本代表アナリスト) 
 
 (3) 日程及び内容 
 
 10:00~12:00 前回を振り返りながら、ゲーム形式トレーニングでプレスの形や戦術指導 
 12:00~14:00 休憩 
 14:00~16:00 午前のトレーニングを踏まえ、ゲーム形式トレーニングでプレスの形や戦術指導 
  
 (4) 成果  
 
 関西学生ホッケー連盟を通して、関西大学への指導を行った。  
 今回は、前回の指導を踏まえて、ゲーム形式のトレーニングでプレスの指導を行なった。 
 また、前回からのフィードバックから、ビルドアップも合わせて指導を行なった。 
 前回の小さいスペースからフルコートへの移行もあり、難しい時間帯もあったが、参加者同士
でのディスカッションが起きるなど、参加者自身が主体的に行動する姿が垣間見れた。 
 次回は、今回のフィードバックも含め、より応用的な指導を行いたい。 
  
 コロナ対策としては、前回同様、大学や部活動内の規定で、発熱がなくとも、少しでも体調に
不安のある選手や関係者に関しては不参加するようになっており、当日も健康状態の良い選手や
関係者のみ参加になった。 
 講師側は、代表チームで活用しているOneTap を利用し、クリニック当日や事前事後も含め、
体温ならびに体調チェックを行った。また、指導中は極力マスクを着用し、可能な限りソーシャ
ルディスタンスを取ることに努めた。  



 

  


